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論文審査の要旨 

本研究の目的は、胃癌検診において検体検査から胃がんリスクを予測して層別

化するABC法によるリスク分類を導入するにあたり胃X線検査が相補的な役割

を担えるか否かを検討することにある。 

ABC リスク分類と胃 X 線検査を同時に行った 318 名の職域検診受診者を対象と

している。受診者を A 群：ヘリコバクターピロリ菌（以下 Hp）感染，萎縮度判定（ペ

プシノゲン検査；以下 PG）が共に陰性、B群は Hp 陽性・PG陰性、C群は PG陽性と

定義し、B群および C 群を non-A群と設定している。 A群の中で Hp抗体価が

3.0U/mL 未満の群と、高リスク群が混入しやすいとされる 3.0U/mL 以上の群を区別し

て、それぞれ A-1、A-2 群と設定している。検討内容として、各群間で胃 X 線所見 4

項目について評価し，X 線学的胃がんリスク判定と ABC分類の結果を照合し解析を

加えている。 

その結果、A-1群と non-A群について胃X線所見の皺襞分布、皺襞幅（3.9mm以上）、

皺襞性状（辺縁不整）、胃小区（粗糙）のオッズ比がいずれも高く、2因子以上を認める

場合を X 線学的胃がんリスクと規定すると、感度 90.3%、特異度 94.7%、正診率 93.3% 

であることを示した。また、ABC判定では低リスク群と判定される A-2群のうち X 線判

定を加えると 69.2%が胃癌リスク群となり、A群の中には A-2群と言ったリスク群が混在

することを明らかにした。 

以上の結果から、ABC 法と胃 X 線検査は相関するものの乖離例も見られ、胃癌検

診では両者の併用が望ましいことが明らかとなった。本研究は、今後の胃癌検

診のあり方を示しており、学位に値する有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに放射線医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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